
　１１月５日～６日に議員の任期満了に

伴う一般選挙後初めての臨時会が開か

れました。�

　今回の選挙より、旧市町村ごとの選

挙区が無くなり、定数も３８名から３４名

に減少しています。



　改選後の初議会におきまして、議長なら
びに副議長に就任いたしました。大変光栄
であるとともに、その責務の重さに身の引
き締まる思いでおります。　　　　　　　
　地方分権の進展や厳しい財政状況の中、
地方議会の果たす役割は一層重要になって
きております。　　　　　　　　　　　　
　市議会として市民の皆様の幅広いご意見
を市政に反映させながら、本市発展のため
に精一杯の努力をしてまいりますので、何
とぞ一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。　　　　　　　　　



（◎委員長、○副委員長）

◎今　野　良　和� ○関　　　　　徹
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　　　　　　　選出区分を識見を有する者として選任するもの

　　　　　　　選出区分を議会議員として選任するもの


